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株式会社夢エデュケーションの株式取得株式会社夢エデュケーションの株式取得株式会社夢エデュケーションの株式取得株式会社夢エデュケーションの株式取得

 当社は、本日開催の取締役会において、株式会社す。）の株式を、当社の親会社である株式会社す。）より追加取得すること（以下「本株式せいたします。 
 

 １．株式取得の理由 夢真グループでは、建設技術者派遣事業および製造・早期にグループ技術者数 10,000 人を達成することを目標とした「月）」が進行中です。 今回、異動予定である夢エデュケーション業を行う目的で 2016年 5月に設立され、また、そのような ITに関する人材の採用も行っていることから、今後、して行く方針である当社と高い親和性を発揮できると判断したため株式た。 
 ２．異動する子会社の概要 （１） 商 号 （２） 本 店 所 在 地 （３） 代表者の役職・氏名 （４） 事 業 内 容 
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会 社 名 ： 株式会社（ コ ー ド ： 2458  JASDAQ代 表 者 名 ： 代表取締役社問 い 合 せ 先 ： 取 締 役 副 社（ T E L ： 03-6420-3828
株式会社夢エデュケーションの株式取得株式会社夢エデュケーションの株式取得株式会社夢エデュケーションの株式取得株式会社夢エデュケーションの株式取得（（（（完全完全完全完全子子子子会社化）会社化）会社化）会社化）

に関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせ 、本日開催の取締役会において、株式会社夢エデュケーション（以下「夢エデュ株式会社夢真ホールディングス（以下「夢真ホールディングスと（以下「本株式取得」といいます。）を決議いたしましたので、下記のとおりお知ら記 技術者派遣事業および製造・IT 業界向けエンジニア派遣事業の成長に注力し、人を達成することを目標とした「中期経営計画（2018ケーションは、主にハイクラスの ITエンジニアを設立され、現在、Java・CCNA・LPIC・MOSといった講習を行に関する人材の採用も行っていることから、今後、ITエンジニアの採用と育成を拡大と高い親和性を発揮できると判断したため株式を追加取得
 株式会社夢エデュケーション 
 東京都千代田区丸の内一丁目 4番 1号 
 代表取締役 佐藤 大央 
 

・ITエンジニアの育成 ・ITシステムの開発および運用 

 平成 30 年５月 30 日 株式会社夢テクノロジー 
JASDAQ） 代表取締役社長 本山 佐一郎 取 締 役 副 社 長 金子 壮太郎 
3828） 
会社化）会社化）会社化）会社化） 

夢エデュケーション」といいま真ホールディングス」といいま」といいます。）を決議いたしましたので、下記のとおりお知ら
業界向けエンジニア派遣事業の成長に注力し、

2018 年 9 月期~2020 年 9を育成するための教育事といった講習を行っております。エンジニアの採用と育成を拡大を追加取得することといたしまし
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（５） 資 本 金 の 額 329百万円 （６） 設 立 年 月 日 2016年 5月 （７） 大株主及び持株比率 株式会社夢真ホールディングス 75.05% 
（８） 上場会社と当該会社との 関 係 等 

資 本 関 係 当社が議決権を 24.95%保有しております。 人 的 関 係 当社の取締役２名が取締役を兼務しております。 取 引 関 係 出向契約、転貸借契約を締結しております。 関連当事者への 該 当 状 況 当社の関連会社であります。 （９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 
 2015年 9月期 2016年 9月期 2017年 9月期 純 資 産 －千円 269,420千円 △50,817千円 総 資 産 －千円 300,912千円 130,092千円 売 上 高 －千円 270千円 115,912千円 経 常 利 益 －千円 △30,469千円 △336,815千円 当 期 純 利 益 －千円 △30,579千円 △379,987千円 

 ３．株式取得の相手先の概要 （１） 商 号 株式会社夢真ホールディングス （２） 本 店 所 在 地 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 （３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 佐藤 大央 （４） 事 業 内 容 建築技術者派遣事業 （５） 資 本 金 の 額 805百万円 （６） 設 立 年 月 日 昭和 51年９月 （７） 大株主及び持株比率 佐藤 眞吾 24.71% 
（８） 上場会社と当該会社との 関 係 等 

資 本 関 係 当社の議決権を 61.76%保有しております。 人 的 関 係 当社の取締役２名が取締役を兼務しております。 取 引 関 係 出向契約、転貸借契約を締結しております。 関連当事者への 該 当 状 況 当社の親会社であります。 （９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 
 2015年 9月期 2016年 9月期 2017年 9月期 連 結 純 資 産 14,116,984千円 13,511,582千円 13,080,374千円 
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連 結 総 資 産 19,797,536千円 19,117,814千円 20,461,033千円 連 結 売 上 高 21,115,538千円 23,270,521千円 30,510,428千円 連 結 経 常 利 益 1,959,840千円 2,463,075千円 2,423,831千円 親会社に帰属する当期純利益 1,881,695千円 1,622,988千円 1,426,083千円 
 ４．取得株式数、取得価格及び取得前後の所有株式の状況 （１） 異動前の所有株式数 1,795株（所有割合：24.95%） （２） 取得株式数 5,400株 （３） 異動後の所有株式数 7,195株（所有割合：100%） （４） 取得価額 5,400円 
 ５．日程 （１） 取締役会決議 2018年 5月 30日 （２） 株式譲渡契約締結日 2018年 5月 31日 （３） 株式取得日 2018年 5月 31日 
 ６．今後の見通しについて 

2018 年 9 月期における当社の業績に与える影響は軽微でありますが、今後の事業展開により当社業績に重要な影響を及ぼすことが明らかになった場合には、速やかに開示いたします。 
 ７．支配株主との取引等に関する事項 本件株式取得は、当社の親会社である株式会社夢真ホールディンスから株式を取得することから、支配株主等との取引に該当いたします。 当社が、コーポレート・ガバナンス報告書で開示しております「支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針」は以下のとおりであり、本件株式取得における対応につきましても少数株主の保護の方針に適合しているものと考えております。 「支配株主との取引につきましては、一般の取引と同様の適切な条件による取引を基本とし、取引内容及び条件の妥当性等について当社取締役会で審議の上決定しており、少数株主の利益を害することのないよう適切に対応しております。」 当社は、利益相反の恐れを回避するための措置として、当社の親会社である夢真ホールディングスと利害関係を有する佐藤大央取締役及び佐藤義清取締役は、本件に関する取締役会の審議及び決議には参加しておりません。また、本件決議に参加した取締役全員から本件株式取得の締結に関する承認を得ております。 
 当該取引等が少数株主にとって不利益なものではないことに関する、支配株主と利害関係がない者から入手した意見の概要は下記のとおりであります。 本件株式取得は、東京証券取引所の企業行動規範に定める「支配株主との重要な取引等」に該当するため当社は、支配株主と利害関係を有しない当社の独立役員である社外監査役横山彰彦氏に対して、本株主取得が少数株主にとって不利益なものではないか、意見書を提出することを依頼いたしました。 当社は、当社の独立役員である社外監査役横山彰彦氏より、本件株式取得は企業価値の向上手段としての
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合理性、第三者算定機関による株式価値を基準とした取得価格及び決議に本件株式取得に利害関係を有する取締役は参加しない等、本件株式取得が当社の少数株主にとって不利益なものではない旨の意見書を入手しております。 
 

 

 以  上 


